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キュウリモザイクウイルスの性質















材 料 お よ び 方 法
本突放に供試した CMV(6分離株)は1975-1981年に三乱 矧 札 佐出,鹿児島 の
各県で採集したテッポウユリの病棟から分断したもので,以下 CMV-Liと呼ぶ.それら










































存した.CMVの同定はウイルス粒子の形億 および抗 CMV-Y 血清との反応により行っ
た.汁液接種はカーボランダムと綿球を用いる常法によった.接種源には病薬を0.01M
Na-DIECA を含む0.1M りん恨緩衝液 (pH7.0)中で磨砕したものを用いた.
庶糖密度勾配液は0･05M EDTA-ほう政 ナト.)ウム綾衡液 (pH 9.0)に溶崩した35,
25,15,5% (W/v)の庶掛液をそれ ぞれ 7,7,7,5mlずつ遠心チューブに正桝し,
15時間 4oCに静taLして作成した. 密度勾配遠心はE]立 RPS25A p-ターを用いて行っ
た .
ウイルス粒子の観察は2% PTA (pH 7･0)を用いた逆染色法により,昭子戯敏鏡 (日
立 HU-12)で行った.
抗血清は純化 ウイルス (合計70mg)を家兄に静脈注射を1rt!l,次に Freund'scom-
pleteadjuvant(DifcoLab.)を用いた筋肉注射を3Lg行うことにより作成した.寒天ゲ
ル内二'iLI拡散法のゲルは0.85%鮎化 ナトリウム,0･0025M EDTA および0.01%窒化
ナ ト.)ウAを含む0･02M りん倍鍵術液 (pH 712)に寒天 (AgarNoble,Difco Lab.)
を 1%になるように溶解したものである18'.
実 験 結 果
1.寄主範囲および病徴
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4.ウイルスの純化
ウイルスの純化はタバコ (晶櫛,ホワイ ト/､-レ-)の接種葉を用い,基本的には高浪
ド)17)の方法に準じて行った.凍結案に等温 (V/W)の0.0025M EDTA と0.1%チオク
)コール憶を含む0.5M くえん醸緩衝液 (pH6,5)を加え, ミキサーで増枠後 2虚のガ
一七で こした.その粗汁液に1/4容鹿の凹塩化炭素を加え, スターラーで 10分間捜拝
したのち,3,000×9.15分間遠心した.上清に TritonX-100(1%),塩化ナ トリウム
(0.1M)およびポリエチレングリコール6.000(6%)を加え溶解したのち,4oCに3時



















































心上酒中に山川Rされたウイルス蛍白TB:ほ翻 ニCMV-Liの方が CMV-Y より多かった.
7.血清学的試験
純化ウイルス (分離株 4)を家兎に注射して 得られた抗血清は micro-pTeCipitin亡est
で部分純化ウイルスと256倍希釈まで反応した.この抗血清 および抗 CMV-Y 血清を用
い,部分純化した6分離株の血清学的性質を寒天ゲル内二両拡散法で調べたところ,各分
離株の沈降線は互いに融合し,また,それらは対照として用いたCMV-Yのそれとも融合




















































系統で得た結果と よく-致している. CMV-Y は CMV-Liよりも塩化 カルシウムによ




















の収量は生薬 1kg当た り50-100mgであった.純化標品の紫外部吸収曲線は 258nm に
極大値,242nm に撞少値があり,Am｡x/m,n-1･32,A26｡/28.-1･67であった.
5) ウイルス粒7-は PTA染色により部分崩城したが,前もって試料を 2%ホルマ リソ
液で楓定することにより粒子の形態がよく保持された.純化ウイルス (ホルマリソ固定試
料)は直Lf.28-30nm の球状粒子であった.















































LLILum longLjorum and i.×formolongLCOllected in Japan. The vlruS,deslgnaled as
CMVILi,couldbedlSlinguishedfrom otherCMV sLralnSbycharacteristicinfection of
manyexperimentalhostplants.CMV-Liinfected25of28specieslnllI(lmllleSteSted,
butthevirusremainedinlnOCulatedleavesofmany hostplantslnCludlng NICOLlana
labacum,N.glulmosa,PeEL〃LlaXhybridaand CIJCumESSallZJuS. Sys【emLC infection was
induced by the virusln Only Rye specleS:i.×/OrlnOlong‡,N.clevelandlt,Spinacea
oleracea,ZLnnLaelcgLinSandZedmays.Intobaccosap,the vlruSWasinfeclive ala
dilulLOnOflo一abutnot10-4,afterheatingat60oCfor10mlnbutnot65oC.andafter6
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